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1.  平成22年3月期第3四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第3四半期 11,730 △4.7 755 △15.2 800 △15.0 503 △6.9

21年3月期第3四半期 12,308 ― 890 ― 942 ― 540 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第3四半期 40.70 ―

21年3月期第3四半期 43.68 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第3四半期 23,412 18,945 80.6 1,525.83
21年3月期 23,557 18,626 78.7 1,500.19

（参考） 自己資本   22年3月期第3四半期  18,859百万円 21年3月期  18,543百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― ― ― 19.00 19.00
22年3月期 ― ― ―

22年3月期 
（予想）

20.00 20.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 18,500 7.2 1,560 8.0 1,590 6.1 960 8.4 77.67



4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
[ （注）詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。 ] 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、４ページ「３．連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 無

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第3四半期 12,561,000株 21年3月期  12,561,000株

② 期末自己株式数 22年3月期第3四半期  200,756株 21年3月期  200,506株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第3四半期 12,360,302株 21年3月期第3四半期 12,369,888株



文中の将来に関する事項は、当四半期決算短信発表日において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断し

たものです。  

当第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日～平成21年12月31日）におけるわが国経済は、海外経済の回復を

背景に輸出は増加しているものの、設備投資、雇用・所得環境等は依然厳しいものがあり、景気の不透明感は残っ

ております。 

このような環境の中、当社グループは社会全体に見られる保安に対する取り組みの強化や、安全・安心への意識

の高まりを背景とした環境変化に対応すべく、執行役員制度導入等の組織変更を行い商品開発の強化、営業力の強

化に努め、経費削減に取り組んでまいりました。 

その結果、家庭用ガス警報器、業務用携帯型ガス検知器が堅調に推移したものの、工業用定置式ガス検知警報器

が設備投資の減少の影響を受け後退し、売上高は117億３千万円（前年同期比4.7％減）となりました。 

利益につきましては、経常利益は８億円（前年同期比15.0％減）となり、四半期純利益は５億３百万円（前年同

期比6.9％減）となりました。 

（事業の商品別概況） 

①家庭用ガス警報器 

都市ガス用、ＬＰガス用につきましては、販売が順調に推移し、売上高は前期を上回りました。 

住宅用火災警報器につきましては、販売が伸び悩み、売上高は前期を下回りました。 

その結果、家庭用ガス警報器の売上高は59億７百万円（前年同期比2.1％増）となりました。  

②工業用定置式ガス検知警報器 

半導体・自動車・石油化学業界等の設備投資の減少による影響を受け、売上高は30億１千７百万円（前年同

期比19.2％減）となりました。  

③業務用携帯型ガス検知器 

都市ガス・ＬＰガス業界向け一酸化炭素濃度計及び鉄鋼業界向け装着型一酸化炭素計が好調に推移し、売上

高は26億４千２百万円（前年同期比2.1％増）となりました。  

当第３四半期連結会計期間末の財政状態について、総資産は、前連結会計年度末に比べ１億４千５百万円減少し

て234億１千２百万円（前期末比0.6％減）となりました。 

これは主に、現金及び預金の増加２億３千８百万円、投資その他の資産の増加１億５千４百万円があったもの

の、受取手形及び売掛金の減少６億２百万円によるものです。 

負債は、前連結会計年度末に比べ４億６千４百万円減少して44億６千６百万円（前期末比9.4％減）となりまし

た。 

これは主に、未払法人税等の減少３億４百万円によるものであります。 

純資産は、前連結会計年度末に比べ３億１千８百万円増加して189億４千５百万円（前期末比1.7％増）となり、

１株当たり純資産は、1,525円83銭となりました。 

これは主に、利益剰余金の増加２億６千８百万円、その他有価証券評価差額金の増加５千４百万円によるもので

あります。 

この結果、自己資本比率は80.6％となりました。 

定性的情報・財務諸表等

１．連結経営成績に関する定性的情報

２．連結財政状態に関する定性的情報



（キャッシュ・フローの状況） 

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に

比べ２億３千８百万円増加して90億６百万円となりました。 

当第３四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果得られた資金は、８億７千２百万円（前年同期比25.9％減）となりました。 

これは主に、法人税等の支払額６億５千１百万円及び賞与引当金の減少１億６千６百万円、たな卸資産の増加

１億４千２百万円があったものの、税金等調整前四半期純利益８億５千６百万円及び売上債権の減少６億２百万

円、減価償却費４億１百万円によるものであります。  

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果流出した資金は、３億９千１百万円（前年同期比12.9％減）となりました。 

これは主に、有形固定資産の取得による支出２億７千４百万円及び投資有価証券の取得による支出５千６百万

円によるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果流出した資金は、２億３千５百万円（前年同期比4.9％減）となりました。 

これは主に、配当金の支払いによるものであります。 

  

今後の見通しにつきましては、設備投資の抑制等厳しい経済環境は続いており、景気回復は不透明ではあります

が、平成21年５月15日に公表しました平成22年３月期決算短信の連結業績予想に変更はございません。 

  

該当事項はありません。 

  

〔簡便な会計処理〕 

３．連結業績予想に関する定性的情報

４．その他

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

  

当第３四半期連結累計期間 

（自 平成21年４月１日 

 至 平成21年12月31日）  

１. 一般債権（経営状態に重大な問題が

生じていない債務者に対する債権）の

貸倒見積高の算定方法  

貸倒実績率が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がな

いため、前連結会計年度決算において算定した貸倒実績率を使用し

て算定しております。 

２. 棚卸資産の評価方法  当第３四半期連結会計期間末における棚卸高の算出に関して、実

地棚卸を省略し前連結会計年度に係る実地棚卸高を基礎として以降

帳簿受払い高による加減算により算定しております。 

棚卸資産の簿価切下げに関して収益性の低下が明らかなものにつ

いてのみ正味売却価額を見積り、簿価切下げを行っております。  

３. 固定資産の減価償却費の算定方法  定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価

償却費の額は期間按分して算定する方法によっております。 

４. 繰延税金資産及び繰延税金負債の算

定方法  

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末

以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がな

いと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績

予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 



〔四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理〕 

  

該当事項はありません。  

  

当第３四半期連結累計期間 

（自 平成21年４月１日 

 至 平成21年12月31日）  

税金費用の計算  税金費用については、当第３四半期連結累計期間を含む連結会計

年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合

理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計

算しております。 

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更



５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 9,070,207 8,831,517

受取手形及び売掛金 4,857,778 5,459,922

商品及び製品 1,308,687 1,285,006

仕掛品 1,311,263 1,170,132

原材料及び貯蔵品 808,221 830,537

繰延税金資産 402,230 402,674

その他 122,495 98,596

貸倒引当金 △300,822 △348,290

流動資産合計 17,580,062 17,730,097

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 684,451 713,526

機械装置及び運搬具（純額） 214,950 253,608

土地 2,283,754 2,283,754

建設仮勘定 33,812 13,582

その他（純額） 345,812 385,207

有形固定資産合計 3,562,780 3,649,679

無形固定資産   

ソフトウエア 137,395 197,880

その他 33,059 35,883

無形固定資産合計 170,454 233,763

投資その他の資産   

投資有価証券 1,331,909 1,188,009

関係会社出資金 30,000 30,000

繰延税金資産 328,546 361,186

その他 412,637 369,425

貸倒引当金 △4,249 △4,236

投資その他の資産合計 2,098,843 1,944,384

固定資産合計 5,832,078 5,827,827

資産合計 23,412,140 23,557,924



（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 2,445,321 2,463,267

未払法人税等 46,182 350,656

賞与引当金 108,859 274,995

役員賞与引当金 14,800 37,000

製品保証引当金 196,897 231,963

その他 606,141 588,066

流動負債合計 3,418,202 3,945,948

固定負債   

退職給付引当金 928,080 870,982

役員退職慰労引当金 120,676 114,430

固定負債合計 1,048,756 985,412

負債合計 4,466,959 4,931,361

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,460,000 1,460,000

資本剰余金 934,443 934,443

利益剰余金 16,595,626 16,327,454

自己株式 △285,660 △285,444

株主資本合計 18,704,409 18,436,453

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 176,526 121,572

為替換算調整勘定 △21,285 △14,893

評価・換算差額等合計 155,241 106,679

少数株主持分 85,531 83,430

純資産合計 18,945,181 18,626,563

負債純資産合計 23,412,140 23,557,924



（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

売上高 12,308,813 11,730,521

売上原価 7,006,722 6,662,792

売上総利益 5,302,091 5,067,729

販売費及び一般管理費 4,411,220 4,312,560

営業利益 890,870 755,168

営業外収益   

受取利息 7,473 3,678

受取配当金 23,108 25,266

負ののれん償却額 993 －

その他 25,267 25,174

営業外収益合計 56,843 54,120

営業外費用   

為替差損 － 2,845

その他 5,246 5,765

営業外費用合計 5,246 8,610

経常利益 942,467 800,678

特別利益   

貸倒引当金戻入額 － 47,443

製品保証引当金戻入額 － 9,303

固定資産売却益 93 －

その他 － 5,150

特別利益合計 93 61,897

特別損失   

固定資産除却損 1,164 595

固定資産売却損 96 73

役員退職慰労金 7,114 5,445

投資有価証券評価損 10,608 －

投資有価証券売却損 66 －

特別損失合計 19,050 6,113

税金等調整前四半期純利益 923,511 856,461

法人税等 378,393 350,732

少数株主利益 4,756 2,708

四半期純利益 540,361 503,020



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 923,511 856,461

減価償却費 442,644 401,399

有形固定資産除売却損益（△は益） 1,167 668

投資有価証券評価損益（△は益） 10,608 －

負ののれん償却額 △993 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） 58,793 △47,455

賞与引当金の増減額（△は減少） △160,235 △166,135

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △21,200 △22,200

製品保証引当金の増減額（△は減少） △33,666 △35,066

退職給付引当金の増減額（△は減少） 31,298 57,098

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △3,035 6,246

受取利息及び受取配当金 △30,582 △28,945

売上債権の増減額（△は増加） 851,194 602,137

たな卸資産の増減額（△は増加） △746,363 △142,632

仕入債務の増減額（△は減少） 616,880 △17,786

その他 △183,517 30,318

小計 1,756,504 1,494,108

利息及び配当金の受取額 30,566 29,079

法人税等の支払額 △610,455 △651,023

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,176,615 872,163

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有価証券の償還による収入 55,000 －

有形固定資産の取得による支出 △369,712 △274,647

有形固定資産の売却による収入 421 110

無形固定資産の取得による支出 △42,113 △17,798

投資有価証券の取得による支出 △82,523 △56,059

投資有価証券の償還による収入 5,000 －

投資有価証券の売却による収入 34,934 －

その他 △50,548 △43,211

投資活動によるキャッシュ・フロー △449,542 △391,606

財務活動によるキャッシュ・フロー   

自己株式の取得による支出 △261 △215

配当金の支払額 △246,581 △234,622

少数株主への配当金の支払額 △480 △480

財務活動によるキャッシュ・フロー △247,322 △235,318

現金及び現金同等物に係る換算差額 △750 △6,548

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 478,999 238,689

現金及び現金同等物の期首残高 7,917,565 8,768,017

現金及び現金同等物の四半期末残高 8,396,565 9,006,707



該当事項はありません。 

  

前第３四半期連結累計期間（自平成20年４月１日 至平成20年12月31日） 

当社グループは、商品の種類、性質、製造方法、販売市場等の類似性から判断して、同種・同系列のガス警

報器・検知器を専ら製造・販売及びメンテナンスを行っておりますので、事業の種類別セグメント情報の記載

を省略しております。 

当第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年12月31日） 

当社グループは、商品の種類、性質、製造方法、販売市場等の類似性から判断して、同種・同系列のガス警

報器・検知器を専ら製造・販売及びメンテナンスを行っておりますので、事業の種類別セグメント情報の記載

を省略しております。 

  

前第３四半期連結累計期間（自平成20年４月１日 至平成20年12月31日） 

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。  

当第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年12月31日） 

本邦の売上高及び資産の金額は、全セグメントの売上高の合計及び全セグメントの資産の金額の合計額に占

める割合がいずれも、90％超であるため、所在地別セグメント情報の記載を省略しております。  

  

前第３四半期連結累計期間（自平成20年４月１日 至平成20年12月31日） 

海外売上高が、連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。  

当第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年12月31日） 

海外売上高が、連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。 

  

配当に関する事項 

配当支払額 

  

該当事項はありません。 

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

〔事業の種類別セグメント情報〕

〔所在地別セグメント情報〕

〔海外売上高〕

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（決議） 

株式の種類 
配当金の総額 

（千円）  

１株当た

り配当額

（円） 

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成21年６月26日 

定時株主総会  
普通株式    234,849  19 平成21年３月31日 平成21年６月29日 利益剰余金

（７）企業結合等関係



該当事項はありません。 

  

６．その他の情報
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